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(57)【要約】
【課題】安価かつ簡単な回路構成で、省電力での動作に
切り替えが可能な超音波診断装置を提供する。
【解決手段】省電力動作が選択されると、本体制御部３
０は切替スイッチＳＷ１にプロセッサ２７から基本回路
１９への接続の切り替えを指示し、基本回路１９では受
信データよりＢモード画像信号が生成され、また、プロ
セッサ２７では、電源／バッテリ部３３からの電力供給
が停止される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波プローブを用いて超音波の送受信を行うことにより得られた受信データに基づい
て超音波画像を生成する超音波診断装置であって、
　Ｂモード超音波画像を生成するための基本回路と、
　Ｂモード超音波画像を含む複数モードの超音波画像を生成するためのプロセッサと、
　前記基本回路と前記プロセッサとのいずれかを選択する回路選択部と、
　前記回路選択部により前記基本回路が選択された場合には、前記プロセッサへの電源供
給を遮断して前記基本回路を用いて超音波画像を生成し、前記回路選択部により前記プロ
セッサが選択された場合には、前記プロセッサを用いて超音波画像を生成する制御部と
　を備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　さらに、操作部を備え、
　前記回路選択部は、前記操作部を介した操作者からの入力に基づいて前記基本回路また
は前記プロセッサのいずれかを選択することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装
置。
【請求項３】
　前記基本回路、前記回路選択部および前記制御部を含む診断装置本体と、
　前記プロセッサを前記診断装置本体に着脱可能に接続するコネクタと、
　前記コネクタを介した前記診断装置本体への前記プロセッサの着脱を検出する着脱検出
部とをさらに備え、
　前記回路選択部は、前記プロセッサが前記診断装置本体から取り外されたことが前記着
脱検出部により検出された場合は、前記基本回路を選択し、前記プロセッサが前記診断装
置本体に装着されたことが前記着脱検出部により検出された場合は、前記プロセッサを選
択することを特徴とする請求項１または２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　さらに、電力供給用のバッテリを備え、前記バッテリからの電力によって駆動されるこ
とを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　さらに、前記バッテリの残量を検出するバッテリ残量検出部を備え、
　前記回路選択部は、前記バッテリ残量検出部により検出された前記バッテリの残量が所
定値以下に低下した場合に、優先的に前記基本回路を選択することを特徴とする請求項４
に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記基本回路は、前記受信データの位相整合を行う位相整合部と、前記受信データの検
波処理を行う検波部とを備え、高速シリアルバスと共に１つの集積回路に組み込まれるこ
とを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　超音波プローブを用いて超音波の送受信を行うことにより得られた受信データに基づい
て超音波画像を生成する超音波画像生成方法であって、
　Ｂモード超音波画像を生成するための基本回路とＢモード超音波画像を含む複数モード
の超音波画像を生成するためのプロセッサとのいずれかを選択し、
　前記基本回路が選択された場合には、前記プロセッサへの電源供給を遮断して前記基本
回路を用いて超音波画像を生成し、前記プロセッサが選択された場合には、前記プロセッ
サを用いて超音波画像を生成する
　ことを特徴とする超音波画像生成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、超音波診断装置および超音波画像生成方法に係り、特に、超音波プローブ
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から超音波の送受信を行うことで得られた受信信号に基づいて超音波画像を生成し、表示
部に超音波画像を表示する超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、医療分野において、超音波画像を利用した超音波診断装置が実用化されてい
る。一般に、この種の超音波診断装置は、超音波プローブのアレイトランスデューサから
被検体内に向けて超音波ビームを送信し、被検体からの超音波エコーをアレイトランスデ
ューサで受信して、その受信信号を診断装置本体で電気的に処理することにより超音波画
像が生成される。
【０００３】
　近年、例えば、特許文献１に記載のように装置の動作条件に応じて省電力制御を行う超
音波診断装置や、特許文献２に記載のようにバッテリ残量の低下に伴うシステムの急激な
停止を防止する携帯型超音波診断装置が開発されている。また、特許文献３には、コネク
タの接続を検知して、動作を自動的に変更する超音波診断装置が開示されている。
　このような超音波診断装置によれば、装置の取り扱いに不慣れな操作者であったとして
も、装置の動作に応じて適切に消費電力を抑えることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１７５０３５号公報
【特許文献２】特開２００９－２７３５１７号公報
【特許文献３】特開２００１－３３３９０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述の超音波診断装置では、省電力で動作させるために複雑な回路構成
が別途必要であり、コストの面で負担が大きかった。
【０００６】
　本発明の目的は、安価かつ簡単な回路構成で、省電力での動作に切り替えが可能な超音
波診断装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明に係る超音波診断装置は、超音波プローブを用いて
超音波の送受信を行うことにより得られた受信データに基づいて超音波画像を生成する超
音波診断装置であって、Ｂモード超音波画像を生成するための基本回路と、Ｂモード超音
波画像を含む複数モードの超音波画像を生成するためのプロセッサと、基本回路とプロセ
ッサとのいずれかを選択する回路選択部と、回路選択部により基本回路が選択された場合
には、プロセッサへの電源供給を遮断して基本回路を用いて超音波画像を生成し、回路選
択部によりプロセッサが選択された場合には、プロセッサを用いて超音波画像を生成する
制御部とを備えたものである。
【０００８】
　さらに、操作部を備え、回路選択部は、操作部を介した操作者からの入力に基づいて基
本回路またはプロセッサのいずれかを選択することが好ましい。
【０００９】
　また、基本回路、回路選択部および制御部を含む診断装置本体と、プロセッサを診断装
置本体に着脱可能に接続するコネクタと、コネクタを介した診断装置本体へのプロセッサ
の着脱を検出する着脱検出部とをさらに備え、回路選択部は、プロセッサが診断装置本体
から取り外されたことが着脱検出部により検出された場合は、基本回路を選択し、プロセ
ッサが診断装置本体に装着されたことが着脱検出部により検出された場合は、プロセッサ
を選択することが好ましい。
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【００１０】
　また、さらに、電力供給用のバッテリを備え、バッテリからの電力によって駆動されて
もよい。
【００１１】
　また、さらに、バッテリの残量を検出するバッテリ残量検出部を備え、回路選択部は、
バッテリ残量検出部により検出されたバッテリの残量が所定値以下に低下した場合に、優
先的に基本回路を選択することができる。
【００１２】
　また、基本回路は、受信データの位相整合を行う位相整合部と、受信データの検波処理
を行う検波部とを備え、高速シリアルバスと共に１つの集積回路に組み込まれることが好
ましい。
【００１３】
　また、本発明に係る超音波画像生成方法は、超音波プローブを用いて超音波の送受信を
行うことにより得られた受信データに基づいて超音波画像を生成する超音波画像生成方法
であって、Ｂモード超音波画像を生成するための基本回路とＢモード超音波画像を含む複
数モードの超音波画像を生成するためのプロセッサとのいずれかを選択し、基本回路が選
択された場合には、プロセッサへの電源供給を遮断して基本回路を用いて超音波画像を生
成し、プロセッサが選択された場合には、プロセッサを用いて超音波画像を生成する方法
である。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、通常動作と省電力動作との切り替えが可能で、基本回路およびプロセ
ッサのうち、基本回路が選択された場合には、プロセッサへの電源供給を遮断して基本回
路を用いて超音波診断を行い、プロセッサが選択された場合には、プロセッサを用いて超
音波診断を行うため、安価かつ簡単な回路構成で、省電力での動作に切り替えが可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】この発明の実施の形態１に係る超音波診断装置の全体構成を示すブロック図であ
る。
【図２】実施の形態２に係る超音波診断装置の全体構成を示すブロック図である。
【図３】実施の形態３に係る超音波診断装置の全体構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、この発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。
実施の形態１
　図１に、この発明の実施の形態１に係る超音波診断装置を示す。超音波診断装置は、超
音波プローブ１と、この超音波プローブ１に通信ケーブル２を介して接続された診断装置
本体３とを備えている。
【００１７】
　超音波プローブ１は、アレイトランスデューサ１１を有し、このアレイトランスデュー
サ１１に送信回路１２と受信回路１３が接続され、送信回路１２および受信回路１３にプ
ローブ制御部１４が接続されている。
【００１８】
　診断装置本体３は、通信ケーブル２を介して超音波プローブ１の受信回路１３に接続さ
れたＡ／Ｄ変換部１５を有し、このＡ／Ｄ変換部１５に高速シリアルバス１６が接続され
、さらに高速シリアルバス１６に切替スイッチＳＷ１が接続されている。
　切替スイッチＳＷ１は、選択的に接続される端子Ａと端子Ｂを有しており、端子Ａに、
位相整合部１７ＡおよびＢモード用回路１８からなる基本回路１９、切替スイッチＳＷ２
、ＤＳＣ（Digital Scan Converter）２０、表示制御部２１、並びに画像表示部２２が順
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次接続されている。
【００１９】
　上述の高速シリアルバス１６、切替スイッチＳＷ１、位相整合部１７Ａ、Ｂモード用回
路１８、切替スイッチＳＷ２、およびＤＳＣ２０は、ＡＳＩＣ（Application Specific I
ntegrated Circuit）２３として１つの集積回路上に組み込むことができる。これらを１
つの集積回路上に組み込むことで、低コスト化が図られる。
【００２０】
　また、切替スイッチＳＷ１の端子Ｂには、位相整合部１７Ｂが接続され、位相整合部１
７Ｂに、Ｂ／Ｍモード用回路２４、Ｄモード用回路２５、ＣＦモード用回路２６がそれぞ
れ並列接続されている。
　さらに、これらＢ／Ｍモード用回路２４、Ｄモード用回路２５、ＣＦモード用回路２６
は、上述の切替スイッチＳＷ２に接続されると共に、メモリコントローラ２８、および画
像メモリ２９に順次接続されている。
【００２１】
　また、上述の位相整合部１７Ｂ、Ｂ／Ｍモード用回路２４、Ｄモード用回路２５、およ
びＣＦモード用回路２６も１つのプロセッサ２７上に組み込むことができる。
　なお、切替スイッチＳＷ２は、選択的に接続される端子Ｃと端子Ｄを有しており、端子
Ｃに基本回路１９のＢモード用回路１８が接続され、端子Ｄにプロセッサ２７のＢ／Ｍモ
ード用回路２４、Ｄモード用回路２５およびＣＦモード用回路２６が接続されている。
　さらに、Ａ／Ｄ変換部１５、切替スイッチＳＷ１、切替スイッチＳＷ２、表示制御部２
１、およびプロセッサ２７に本体制御部３０が接続されており、本体制御部３０に操作部
３１、および格納部３２がそれぞれ接続されている。
　また、超音波プローブ１のプローブ制御部１４と診断装置本体３の本体制御部３０が通
信ケーブル２を介して互いに接続されている。
【００２２】
　また、電源／バッテリ部３３は、ＡＣアダプタ３４を介して外部電源３５に接続されて
おり、電源／バッテリ部３３は、図示してはいないが、超音波プローブ１および診断装置
本体３の各部に接続される。
【００２３】
　超音波プローブ１のアレイトランスデューサ１１は、１次元または２次元のアレイ状に
配列された複数の超音波トランスデューサを有している。これら複数の超音波トランスデ
ューサは、それぞれ送信回路１２から供給される駆動信号に従って超音波を送信すると共
に被検体からの超音波エコーを受信して受信信号を出力する。各超音波トランスデューサ
は、例えば、ＰＺＴ（チタン酸ジルコン酸鉛）に代表される圧電セラミックや、ＰＶＤＦ
（ポリフッ化ビニリデン）に代表される高分子圧電素子、ＰＭＮ－ＰＴ（マグネシウムニ
オブ酸・チタン酸鉛固溶体）に代表される圧電単結晶等からなる圧電体の両端に電極を形
成した振動子によって構成される。
【００２４】
　そのような振動子の電極に、パルス状または連続波の電圧を印加すると、圧電体が伸縮
し、それぞれの振動子からパルス状または連続波の超音波が発生して、それらの超音波の
合成により超音波ビームが形成される。また、それぞれの振動子は、伝搬する超音波を受
信することにより伸縮して電気信号を発生し、それらの電気信号は、超音波の受信信号と
して出力される。
【００２５】
　送信回路１２は、例えば、複数のパルサを含んでおり、プローブ制御部１４からの制御
信号に応じて選択された送信遅延パターンに基づいて、アレイトランスデューサ１１の複
数の超音波トランスデューサから送信される超音波が超音波ビームを形成するようにそれ
ぞれの駆動信号の遅延量を調節して複数の超音波トランスデューサに供給する。
【００２６】
　受信回路１３は、アレイトランスデューサ１１の各超音波トランスデューサから送信さ
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れる受信信号を増幅し、診断装置本体３へ出力する。
　プローブ制御部１４は、診断装置本体３の本体制御部３０から伝送される各種の制御信
号に基づいて、超音波プローブ１の各部の制御を行う。
【００２７】
　診断装置本体３のＡ／Ｄ変換部１５は、超音波プローブ１の受信回路６で生成された受
信データをＡ／Ｄ変換して出力する。
　高速シリアルバス１６は、Ａ／Ｄ変換部１５より出力された受信データの高速なデータ
伝送と高速なデータ処理を可能とするため、受信データのチャネル数を、例えば、６４チ
ャネルから８チャネルに変更する。
【００２８】
　切替スイッチＳＷ１は、本体制御部３０からの指示により、受信データの伝送先を端子
Ａに接続された基本回路１９とするか、端子Ｂに接続されたプロセッサ２７とするかを切
り替える。
　位相整合部１７Ａは、受信データに対し、プローブ制御部１４からの制御信号に応じて
選択された受信遅延パターンに基づいて設定される音速または音速の分布に従い、各受信
信号にそれぞれの遅延を与えて加算することにより、受信フォーカス処理を行う。この受
信フォーカス処理により、超音波エコーの焦点が絞り込まれた受信データ（音線信号）が
生成される。
【００２９】
　また、Ｂモード用回路１８は、Ｌｏｇ圧縮回路と検波回路からなり、位相整合された受
信データについて、Ｌｏｇ圧縮回路により超音波の反射位置の深度に応じて距離による減
衰の補正を施した後、検波回路により包絡線検波処理を施すことにより、被検体内の組織
に関する断層画像情報であるＢモード画像信号を生成する。
　切替スイッチＳＷ２は、本体制御部３０からの指示により切替スイッチＳＷ１と連動し
、切替スイッチＳＷ１が基本回路１９に受信データを出力する場合には、基本回路１９か
らのＢモード画像信号がＤＳＣ２０へ出力されるように端子Ｃを選択し、また、切替スイ
ッチＳＷ１がプロセッサ２７に受信データを出力する場合には、プロセッサ２７からの画
像データがＤＳＣ２０へ出力されるように動作する。
【００３０】
　ＤＳＣ２２は、基本回路１９またはプロセッサ２７で生成された画像信号を通常のテレ
ビジョン信号の走査方式に従う画像信号に変換（ラスター変換）する。
【００３１】
　表示制御部２１は、表示可能に変換された画像信号に基づいて、画像表示部２２に超音
波診断画像を表示させる。
　画像表示部２２は、例えば、ＬＣＤ等のディスプレイ装置を含んでおり、表示制御部２
１の制御の下で、超音波診断画像を表示する。
【００３２】
　操作部３１は、操作者が入力操作を行うための各種の操作ボタンを有している。操作者
は、操作部３１を通じて通常動作または省電力動作のいずれかを選択し、本体制御部３０
を通じて切替スイッチＳＷ１およびＳＷ２を動作させる。省電力動作が選択された場合に
は、本体制御部３０は、切替スイッチＳＷ１およびＳＷ２を基本回路１９に接続されるよ
うに動作させ、通常動作が選択された場合には、切替スイッチＳＷ１およびＳＷ２をプロ
セッサ２７に接続されるように動作させる。
　格納部３２は、動作プログラム等を格納するもので、ハードディスク、フレキシブルデ
ィスク、ＭＯ、ＭＴ、ＲＡＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＳＤカード、ＣＦカード
、ＵＳＢメモリ等の記録メディア、またはサーバ等を用いることができる。
　本体制御部３０は、操作者により操作部３１から入力された各種の指令信号等に基づい
て、診断装置本体３内の各部の制御を行う。
【００３３】
　また、位相整合部１７Ｂは、位相整合部１７Ａと同様の動作をする。位相整合部１７Ｂ
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において受信フォーカス処理がなされた受信データは、本体制御部３０からの指示に基づ
いてＢ／Ｍモード用回路２４、Ｄモード用回路２５、およびＣＦモード用回路２６のいず
れかに出力される。
【００３４】
　Ｂ／Ｍモード用回路２４は、Ｌｏｇ圧縮回路および検波回路からなり、上述のＢモード
用回路１８のＬｏｇ圧縮回路および検波回路と同様の動作の他に、受信データに基づいて
Ｍモード用の超音波画像信号を生成する。
　また、Ｄモード用回路２５は受信データに基づいてドプラー画像信号を、また、ＣＦモ
ード用回路２６は、受信データに基づいてカラーフロー画像信号を、それぞれ生成する。
　Ｂ／Ｍモード用回路２４、Ｄモード用回路２５、およびＣＦモード用回路２６のいずれ
かにおいて生成された画像信号は、切替スイッチＳＷ２を通じてＤＳＣ２０へ出力され、
また、メモリコントローラ２８を通じて画像メモリ２９に保存される。
【００３５】
　メモリコントローラ２８は、本体制御部３０からの指示に基づいて画像メモリ２６を制
御して、Ｂ／Ｍモード用回路２４、Ｄモード用回路２５、およびＣＦモード用回路２６の
いずれかにおいて生成された画像データを画像メモリ２９に保存し、また、画像メモリ２
９から保存データを読み出す。
【００３６】
　電源／バッテリ部３３は、ＡＣアダプタ３４を通じて外部電源３５からの電力供給があ
る場合には、外部電源３５からの電力を超音波プローブ１および診断装置本体３の各部へ
供給し、外部電源３５からの電力供給が無い場合には、バッテリから電力供給を行う。ま
た、外部電源３５に接続されており、かつバッテリの充電量が低下している場合には、バ
ッテリへの充電も行う。
【００３７】
　次に、実施の形態１の動作を説明する。
　診断装置本体３の操作部３１に配置されている電源スイッチを投入することにより、電
源／バッテリ部３３から診断装置本体３内および超音波プローブ１内の各部に電力が供給
され、超音波診断装置が起動される。
【００３８】
　そして、超音波プローブ１の送信回路１２からの駆動信号に従って、アレイトランスデ
ューサ１１の複数の超音波トランスデューサから順次超音波ビームが送信され、各超音波
トランスデューサで受信された受信信号が順次受信回路１３に出力されて受信データが生
成される。
【００３９】
　これらの受信データは、診断装置本体３のＡ／Ｄ変換部１５においてＡ／Ｄ変換がなさ
れ、高速シリアルバス１６においてチャネル数の変更がなされ、そして、本体制御部３０
からの指示により、切替スイッチＳＷ１によって、基本回路１９またはプロセッサ２７へ
伝送される。
【００４０】
　操作者によって操作部３１が操作され、省電力動作が選択されて本体制御部３０を通じ
て切替スイッチＳＷ１により高速シリアルバス１６が基本回路１９に接続されている場合
、受信データは、位相整合部１７Ａにおいてフォーカス処理がなされ、Ｂモード用回路１
８において包落線検波がなされてＢモード画像信号が生成され、切替スイッチＳＷ２を経
由してＤＳＣ２０へ出力されて表示可能な画像信号に変換され、表示制御部２１を通じて
画像表示部２２にＢモード画像として表示される。
　この場合、プロセッサ２７は、何ら使用されないため、本体制御部３０により電源／バ
ッテリ部３３からの電力供給が停止される。
【００４１】
　また、操作者によって操作部３１が操作され、通常動作が選択されて本体制御部３０を
通じて切替スイッチＳＷ１により高速シリアルバス１６がプロセッサ２７に接続されてい
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る場合、受信データは、位相整合部１７Ｂにおいてフォーカス処理がなされ、本体制御部
３０からの指示によりＢ／Ｍモード用回路２４、Ｄモード用回路２５、およびＣＦモード
用回路のいずれかにおいて超音波画像信号が生成される。
　生成された超音波画像信号は、切替スイッチＳＷ２を経由してＤＳＣ２０へ出力されて
表示可能な画像信号に変換され、表示制御部２１を通じて画像表示部２２にＢモード、Ｍ
モード、Ｄモード、およびＣＦモードのいずれかの超音波画像として表示される。また、
生成された超音波画像信号は、メモリコントローラ２８を通じて画像メモリ２９に超音波
画像データとして保存される。
【００４２】
　実施の形態１では、通常動作から省電力動作に切り替えた場合、本体制御部３０によっ
てプロセッサ２７への電力供給を停止するため、診断装置本体３を低消費電力で動作させ
ることができる。
【００４３】
実施の形態２
　次に、本発明の実施の形態２に係る超音波診断装置を説明する。なお、実施の形態２に
係る超音波診断装置の構成と、実施の形態１に係る超音波診断装置の構成との違いは、図
２に示すように、プロセッサ２７、メモリコントローラ２８および画像メモリ２９がプロ
セッサユニット４１としてユニット化されて、コネクタ５Ａおよび５Ｂを介して診断装置
本体４に接続されており、コネクタ５Ａおよび５Ｂを分離することで診断装置本体４から
物理的に取り外しが可能である点と、診断装置本体４が、実施の形態１の診断装置本体３
の構成から、上述のプロセッサユニット４１の構成を除いた、図２に示す一点鎖線で囲ま
れた部分によって構成され、新たにコネクタ５Ａおよび５Ｂの着脱を検出する着脱検出部
４２を備える点である。
【００４４】
　すなわち、診断装置本体４は、通信ケーブル２を介して超音波プローブ１の受信回路１
３に接続されたＡ／Ｄ変換部１５を有し、このＡ／Ｄ変換部１５に高速シリアルバス１６
が接続され、さらに高速シリアルバス１６に切替スイッチＳＷ１が接続されている。
　切替スイッチＳＷ１は、選択的に接続される端子Ａと端子Ｂとを有しており、端子Ａに
、位相整合部１７ＡおよびＢモード用回路１８からなる基本回路１９、切替スイッチＳＷ
２、ＤＳＣ２０、表示制御部２１、並びに画像表示部２２が順次接続されている。
　また、診断装置本体４は、これらに加えて、Ａ／Ｄ変換部１５、ＡＳＩＣ２３、切替ス
イッチＳＷ１、および着脱検出部４２に接続された本体制御部３０、本体制御部３０に接
続された操作部３１および格納部３２、並びに電源／バッテリ部３３を備える。
【００４５】
　また、プロセッサユニット４１は、コネクタ５Ａおよび５Ｂを介して診断装置本体４の
切替スイッチＳＷ１の端子Ｂに接続された位相整合部１７Ｂと、位相整合部１７Ｂにそれ
ぞれ並列に接続されたＢ／Ｍモード用回路２４、Ｄモード用回路２５、およびＣＦモード
用回路２６とを備える。なお、これら位相整合部１７Ｂと、Ｂ／Ｍモード用回路２４、Ｄ
モード用回路２５、およびＣＦモード用回路２６とは１つのプロセッサ２７として構成さ
れる。さらに、プロセッサ２７は、コネクタ５Ａおよび５Ｂを介して診断装置本体４の本
体制御部３０に接続されている。
　また、これらＢ／Ｍモード用回路２４、Ｄモード用回路２５、およびＣＦモード用回路
２６は、コネクタ５Ｂ、５Ａを介して診断装置本体４の切替スイッチＳＷ２に接続される
と共に、プロセッサユニット４１のメモリコントローラ２８、および画像メモリ２９に順
次接続されている。
【００４６】
　次に、実施の形態２の動作を説明する。
　プロセッサユニット４１側のコネクタ５Ｂが診断装置本体４側のコネクタ５Ａに接続さ
れていない場合には、着脱検出部４２から引き出された配線がコネクタ５Ａで留まってプ
ロセッサユニット４１側に接続されないため、着脱検出部４２のＰ点の電位はＨレベルと
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なっているが、診断装置本体４側のコネクタ５Ａにプロセッサユニット４１側のコネクタ
５Ｂが接続されると、着脱検出部４２から引き出された配線がコネクタ５Ａおよび５Ｂを
介してプロセッサユニット４１側でグラウンドに接続されるため、着脱検出部４２のＰ点
の電位はＬレベルに変化する。すなわち、診断装置本体４へのプロセッサユニット４１の
着脱に応じて着脱検出部４２のＰ点の電位が変化する。
　そこで、本体制御部３０は、着脱検出部４２のＰ点の電位を監視し、電位の変化により
コネクタ５Ａおよび５Ｂが接続されてプロセッサユニット４１が診断装置本体４に装着さ
れたことを検知して、自動的に、切替スイッチＳＷ１を端子Ａから端子Ｂへ、切替スイッ
チＳＷ２を端子Ｃから端子Ｄへそれぞれ切り替える。
　よって、プロセッサユニット４１が診断装置本体４に装着された場合、実施の形態２に
係る超音波診断装置では、プロセッサ２７を用いた通常動作が実行される。
【００４７】
　一方、着脱検出部４２のＰ点の電位により、プロセッサユニット４１が診断装置本体４
から物理的に取り外されたことが検知されると、本体制御部３０は、切替スイッチＳＷ１
を端子Ｂから端子Ａへ、切替スイッチＳＷ２を端子Ｄから端子Ｃへそれぞれ切り替える。
　よって、プロセッサユニット４１が診断装置本体４から取り外された場合、実施の形態
２に係る超音波診断装置では、基本回路１９を用いた省電力動作が実行されると共に、プ
ロセッサ２７を含むプロセッサユニット４１への電力供給が停止される。
　なお、操作部３１を操作することで、コネクタ５Ａおよび５Ｂが接続されているにも関
わらず省電力動作を選択して、強制的に省電力動作を行わせることもできる。
【００４８】
　実施の形態２では、プロセッサユニット４１を診断装置本体４から物理的に取り外すこ
とで、自動的にプロセッサユニット４１への電力供給が停止するため、診断装置本体４を
低消費電力で動作させることができる。
　また、実施の形態２では、プロセッサユニット４１を診断装置本体４から取り外してし
まえば、操作者の操作ミスによりプロセッサ２７を用いた通常動作が選択されることがな
い。
【００４９】
実施の形態３
　次に、本発明の実施の形態３に係る超音波診断装置を説明する。なお、実施の形態３に
係る超音波診断装置の構成と、実施の形態１に係る超音波診断装置の構成との違いは、図
３に示すように、電源／バッテリ部３３におけるバッテリ残量を検出し、本体制御部３０
へ出力するバッテリ残量検出部３６を備える点である。
【００５０】
　次に、実施の形態３の動作を説明する。
　バッテリ残量検出部３６からのバッテリ残量の検出値を受け、本体制御部３０は、バッ
テリ残量が所定値以下に低下しているか否かを判断し、所定値以下と判断した場合には、
切替スイッチＳＷ１および切替スイッチＳＷ２をそれぞれ切り替えて優先的に省電力動作
とし、また、プロセッサ２７への電力供給を停止する。すなわち、本体制御部３０におい
てバッテリ残量が所定値以下に低下していると判断された場合には、本体制御部３０によ
り、切替スイッチＳＷ１が端子Ａに、切替スイッチＳＷ２が端子Ｃにそれぞれ切り替えら
れて基本回路１９を用いた省電力動作が実行されると共に、プロセッサ２７への電力供給
が停止される。
【００５１】
　なお、バッテリの残量が所定値以下に低下していると判断された場合には、操作部３１
を介して通常動作が選択されていても、本体制御部３０によって優先的に省電力動作が実
行されることとなる。
　一方、バッテリの残量が所定値より大きい場合には、通常動作を実行するだけの余裕が
あると判断し、通常動作および省電力動作のうち、操作部３１を介して選択された動作が
そのまま実行される。
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　なお、上記の実施の形態１～３において、プロセッサ２７は、位相整合部１７Ｂ、Ｂ／
Ｍモード用回路２４、Ｄモード用回路２５、およびＣＦモード用回路２６に加えて、メモ
リコントローラ２８を含んでもよい。より安価に回路を構成することができる。
【００５３】
　また、上記の実施の形態１～３において、ＡＳＩＣ２３は、高速シリアルバス１６、切
替スイッチＳＷ１、位相整合部１７Ａ、Ｂモード用回路１８、切替スイッチＳＷ２、およ
びＤＳＣ２０を含むが、それぞれが別々の基板に構成されていてもよい。
　また、上記の実施の形態１～３では、超音波プローブ１と診断装置本体３または４が互
いに通信ケーブル２を介して接続されていたが、これに限るものではなく、超音波プロー
ブ１が診断装置本体３または４に無線接続されていてもよい。
【００５４】
　以上、本発明の超音波診断装置について詳細に説明した。上述実施形態では、超音波プ
ローブ１が送信回路１２および受信回路１３を備える構成をとっているが、送信回路１２
および受信回路１３が診断装置本体３側にあり、超音波プローブ１がアレイトランスデュ
ーサ１１のみを備える構成であってもよい。
　本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲に
おいて、各種の改良や変更を行ってもよい。
【符号の説明】
【００５５】
　１　超音波プローブ、　２　通信ケーブル、　３、４　診断装置本体、　５Ａ、５Ｂ　
コネクタ、　１１　アレイトランスデューサ、　１２　送信回路、　１３　受信回路、　
１４　プローブ制御部、　１５　Ａ／Ｄ変換部、　１６　高速シリアルバス、　１７Ａ、
１７Ｂ　位相整合部、　１８　Ｂモード用回路、　１９　基本回路、　２０　ＤＳＣ（Di
gital Scan Converter）、　２１　表示制御部、　２２　画像表示部、　２３　ＡＳＩＣ
（Application Specific Integrated Circuit）　２４　Ｂ／Ｍモード用回路、　２５　
Ｄモード用回路、　２６　ＣＦモード用回路、　２７　プロセッサ、　２８　メモリコン
トローラ、　２９　画像メモリ、　３０　本体制御部、　３１　操作部、　３２　格納部
、　３３　電源／バッテリ部、　３４　ＡＣアダプタ、　３５　外部電源、　３６　バッ
テリ残量検出部、　４１　プロセッサユニット、　４２　着脱検出部、　ＳＷ１、ＳＷ２
　切替スイッチ。
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